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例題例題例題例題8.6　弾性体のある点が図1左のような応力状

態であるとする．このとき，同図右の二つの座標系

について主応力軸を求めなさい．ただし，垂直応

力①と②の大小関係は「垂直応力①＞垂直応力

②」であるものとする．

解解解解　まず，座標系Aについて考える．①，②，③の
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べて正である(応力成分の名前と正負の定義を思
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　 と について考えてみよう．まず，座標系Aでは かつ なので となθ
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　座標系Bの場合を考えてみると， かつσ
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を図で表すと図2に赤で表示した角のようになる．

以上のことから，座標系Aでは主応力軸は 軸からx

反時計回りに の角をなし，座標系Bでは 軸かθ
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ら反時計回りに の角をなす．座標系Bは座θ
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標系Aを時計回りに 回転させたものなので，二つの主応力軸は一致する．π/2

　もう一つの考え方は，第三象限の角度を表すならば， としてもよい．この角は図2に青2θ
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をなす」ということと同じである．この考え方に基づ

くと，座標系Bでの主軸は 軸と時計回りにX

の角度をなすことになる．この主軸は，先にπ/2&θ
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述べた 軸から反時計回りに の角をなす主X θ
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軸とちょうど だけずれていて，一直線上にある．π

　上に述べた三つの角度を図3に示しておくので，

関係を確認しておいてほしい．なお，図中主応力

軸に沿った赤い実線の矢印は第一主応力で赤い

破線の矢印は第二主応力．


